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【課題】

医療安全関連研修は全職
員受講が必須であるが…

業務都合で受けたい研修
が受講できない

学習履歴管理が難しい

集合教育研修の限界

期中入職者へのフォロー
が不十分

現場実践力に結びつかな
い

【研修実績】

平成23年度集合教育研修

研修回数：23

延べ受講者1272名

平成24年度１月現在

研修回数：23

延べ受講者1539名



e-ラーニングシステムの導入



2012年5月

• ipadを活用した教育形態について情報収集

•基幹系システム（asakabook）の構想確認

2012年6月
～8月

• e-ラーニング機能調査・職員意識調査

• e-ラーニングプログラムの構築

• e-ラーニングとゲーミィフィケーション機能の連
動性協議

2012年10
月～12月

•試作稼働用教材（コンテンツ）の協議及び編集
（資料・動画）2教材選択

2013年2月

•プレ稼働開始



asakabookから
入いるよ。



コース選択すると、履修
課題から、学習したいタ
イトルを選択するよ



教材は資料や動
画形式で入って
いるよ。

学習すると履
修済に替るん
だ。



課題に入っている
資料の一部だよ。



愛情

奉仕

和

進歩

【トレーニングバッチで可視化】

研修会や勉強会に参加した

新しい業務に着手し、成長している

【エクストラバッチ】

e-ラニングの各単元が終了した



１．現存する教育資料や資源の集約

２．コンテンツの精査と改善

３．集合研修との連動と独自性の確立

４．eラーニング管理者の育成と指導

５．教育効果の検証



OTP基礎プログラム

医療安全・感染対策基礎研修

個人情報・接遇（コミュニケーション）

精神保健福祉法

人権擁護・倫理研修

疾患関連（精神疾患と身体合併症）

（平成25年度中で整備予定）



50周年事業により、

院内人材育成教育の環境は整備で

きた。 これからは・・・

“ポジティブ・ラーニング”


